生活の 黎明 



1 干 田國士 



りへ らし、 敵国に 乗ずる 隙 を 与へ てゐ るので あります _ 

生活の 不安 は、 国民 一人 一 人の 心が しっかりと 結び 

つけられて ゐな いところ から 来る のでありまして、 日 

本の やうな 国で は、 戦 さがい くら 続いても、 例へば 欧 

洲 諸国の やうに、 国内が まったく 饑饉 状態に 陥るな 

ど、 いふ こと はあり 得ない のであります。 たゾ、 現在 

の やうに、 隣人 相 助ける とい ふ 精神が 薄く、 誰か ゾ困 

つて ゐても 見て 見ぬ ふり をす る ものが なかなか 多い と 

いふ 状態で は、 国民の 一 人 一 人が、 なるほど 安心して 

は ゐられ ないやうな 気持になる の は 尤もであります。 

私 は 国民の 一人と して、 こ、 で 皆さんに 提議いた し 



たいので すが、 先づ、 いかなる 事態に 立ち 到らう とも、 

隣組 はしつ か リ手を 取り合 ひ、 そのうちから は 一人 も 

食に 饑 ゑる やうな もの を 出さな いこと を 誓 ふこと であ 

ります。 こんな こと は 当然の ことです が、 まだまだ、 

われわれ は その 一 事 さへ 信じ 合 ふとい ふところまで 行 

つて をリ ません。 これが まことに 不安と 云へば 不安で 

あります。 

それば かりで はいけ ません。 隣組 は 更に、 次ぎの こ 

と を 約束した らいか y でせ う。 

万一、 老人 や 子供 を 避難させる やうな 場合、 主人 や 

主婦 は、 それぞれ 勤 先 や 町内の 勤務に 服さなければ な 



体制に おき 換へ なければ なりません。 

それ はた >、 物資の 節約と いふ やうな こと だけで は 

ありません。 生活 をき りつめ るの も、 生活に 力 を 与へ 

る ことで なければ ならない のであります。 それが ため 

に は、 一軒一軒 がた > 物 を 買 はない やうに するとい ふ 

やうな 消極的な 方法で はも はや 追つ つきません。 

消費の 規整 は、 生活の 単純化から 始り、 生活 単純化 

の 最も 有効な 手段と して、 生活の 協同 化が 考 へられ、 

生活 協同 化 は、 消費の 面から 生産の 面に 伸び、 更に、 

相互扶助、 隣保 親善の 精神 を 養 ひ、 生活の 明朗 化に ま 

で 発展し なければ なりません。 



体の 顕現で あり、 また 同時に、 八方の 敵 を 憎 服せ しめ 

る 一大 威力で ある こと を、 お 互に はっきり 自覚いた さ 

なければ なりません。 (昭和 十六 年 八月) 
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